
昭
和
四
十
七
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五
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二
十
三
日
受
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（
質
問
の 

一
〇
） 

答

弁

第

一

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
渡
辺
武
三
君
提
出
東
京
都
江
東
区
内
防
災
拠
点
木
場
地
区
予
定
地
内
の
首
都
高
速
九
号
線
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
六
八
第
一
〇
号 

昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
船 

 

田 
 
 

中 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
渡
辺
武
三
君
提
出
東
京
都
江
東
区
内
防
災
拠
点
木
場
地
区
予
定
地
内
の
首
都
高
速
九 

号
線
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

地
震
多
発
地
帯
で
あ
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
土
木
並
び
に
建
築
構
造
物
の
設
計
に
あ
た
り
、
地
震
に
対
す

る
安
全
性
を
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

現
在
首
都
高
速
道
路
の
構
造
物
の
設
計
に
用
い
る
水
平
震
度
は
〇･

三
（
地
震
時
に
お
い
て
重
力
の
三
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
力
が
水
平
方
向
に
作
用
す
る
と
し
て
設
計
す
る
。
）
を
基
準
と
し
て
い
る
が
首
都
高
速
九
号
線
木
場
地

区
に
お
い
て
は
、
構
造
特
性
を
考
慮
の
う
え
、
こ
の
値
は
〇･

三
八
に
し
て
い
る
。
（
建
築
基
準
法
に
よ
る
一
般

耐
火
建
築
物
の
設
計
水
平
震
度
は
〇･

二
を
標
準
と
し
て
い
る
。
）
さ
ら
に
万
一
の
場
合
橋
桁
の
落
下
に
対
し
て

も
す
べ
て
の
桁
を
連
結
す
る
落
下
防
止
装
置
を
つ
け
る
な
ど
し
て
安
全
を
図
つ
て
い
る
。 



二
に
つ
い
て 

防
災
拠
点
の
計
画
は
、
一
般
に
そ
の
中
核
に
大
震
災
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
避
難
広
場
を
設
置
し
、
そ 

の
周
辺
に
耐
火
構
造
に
よ
る
建
築
物
群
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
避
難
広
場
内
を
高
速
道
路
が
通
過
し

た
り
、
ま
た
は
ラ
ン
プ
が
避
難
広
場
内
に
直
結
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
計
画
さ
れ
る
。
木
場
地
区
内
防
災
拠

点
も
前
述
の
方
針
に
従
つ
て
計
画
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
高
速
道
路
上
に
お
い
て
万
一
火

災
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
避
難
広
場
内
に
避
難
し
た
人
人
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な 

い
。 ロ

ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
お
け
る
道
路
構
造
物
の
設
計
水
平
震
度
は
〇･

〇
三
～
〇･

一
で
あ
り
、
わ
が
国
の

設
計
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

ま
た
、
江
東
区
の
地
質
の
特
殊
性
に
つ
い
て
も
慎
重
に
判
断
し
す
べ
て
の
基
礎
構
造
物
は
地
下
の
堅
固
な
東

京
礫
層
に
定
着
さ
せ
て
お
り
軟
弱
地
盤
、
不
等
沈
下
等
に
対
す
る
対
策
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

隅
田
川
河
道
内
に
高
速
道
路
を
通
す
こ
と
は
、
橋
脚
を
河
川
の
縦
断
方
向
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
流
水

の
疎
通
を
阻
害
し
、
そ
の
影
響
は
洪
水
時
に
お
い
て
は
、
支
川
を
含
め
て
広
範
囲
に
及
び
、
ま
た
隅
田
川
上
流

で
は
流
域
開
発
が
き
わ
め
て
大
き
い
た
め
今
後
と
も
洪
水
流
量
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
治
水
対
策
上
適 

木
場
地
区
防
災
拠
点
は
、
二
で
述
べ
た
よ
う
に
避
難
広
場
内
を
首
都
高
速
九
号
線
の
本
線
が
通
過
し
た
り
、

ラ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
計
画
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
特
に
阻
害

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
路
線
の
位
置
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

首
都
高
速
九
号
線
は
、
湾
岸
道
路
と
都
心
を
結
ぶ
路
線
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
利
用
す
る
交
通
は
主
と
し
て
都

心
を
目
的
地
と
す
る
交
通
で
あ
つ
て
、
湾
岸
道
路
の
通
過
車
両
を
都
心
に
導
入
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

五 

 



 

六 

当
で
な
い
。 

辰
巳
水
門
よ
り
豊
洲
水
門
に
至
る
間
は
、
東
京
港
と
隅
田
川
を
連
絡
す
る
運
河
と
な
つ
て
お
り
、
船
舶
な
ら

び
に
は
し
け
の
航
行
量
は
多
く
橋
脚
の
設
置
等
の
方
法
に
よ
つ
て
は
、
船
舶
航
行
の
障
害
が
考
え
ら
れ
る
。 

六
に
つ
い
て 

排
気
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
は
信
号
等
が
な
く
、
街
路
に
比
べ
て
排
気
ガ
ス
の
発
生
は
少
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
騒
音
に
つ
い
て
は
、
騒
音
防
止
装
置
の
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
側
壁
を
高
く
す
る
等
効
率
的

な
装
置
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




